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 本委員会の所管事務について調査した結果を，次のように報告する。 

 

記 

 

１ 調査事件名 

産業振興・消費者施策及びその対策について 

 

２ 調査の目的 

市民からも要望の強い市内産業のさらなる振興策について、現状と課題を整理し、

振興策を調査することとした。 

 

３ 調査の結果 

本委員会では、市内の商店街の現状と課題について市の説明を受けるとともに、市

内５つの商店会と商工会の視察、国立市、三鷹市、国分寺市の商店会を視察してきた。

また、本委員会では商店会長とともに視察に行くことや、2020年はコロナ禍となり、

調査活動が行えなかった時期もあり、インターネットを活用してのアンケートなど新

たな取り組みも行ってきた。 

市内５つの商店会では街路灯維持管理費の負担が共通の課題となっており、商店会

によっては、自治会や地域の有力者などから管理費支援を受けていた。 

商店街の視察の中で、狛江ショッピングセンター商店街では、中小企業診断士から

ワンコイン・バルを提案され実施し、久しぶりのお客様が来店するなど大きな効果が

出ていた。中小企業診断士のさらなる活用が求められる。引き続き、商店街に中小企

業診断士を派遣する商店主スキルアップ事業の活用を進めていっていただきたい。二

の橋商店街の視察では、キャッシュレス化の学習会を開いてほしいとの要望があり、

時節に応じた学習会を開いていくことも課題となっている。多くの商店街からイベン

トを行う広場や駐車場を確保してほしいとの要望も出された。商店会とも協議し課題



解決に道を開いていただきたい。イベントを実施しても後日の来客につながらないこ

とや商店会の加入店舗減、買い物難民の課題も出されている。商店会に加入するメリ

ットを増やすことも商工会とも協議していく事や、以前の所管事務調査（平成 26 年

10月 29日）でも課題とされていた後継者問題については、引き続き課題である。さ

らに、商店会の加入店舗が減っていることも商店会の活動を難しくしている課題の一

つである。 

他自治体の視察では、商工会や商店街の有志による学習会や飲み会で横のつながり

を作っていたことや、歩行者天国を活用してのイベント、商店街として活用できるス

ペース、ブンザニアなど子どもをターゲットにしたイベントなど、参考となる事例も

多くあった。 

以下に、狛江市として考えられる取組について提言する。 

 

（１）商店会の活性化支援 

個店の経営力や営業力アップできる取組が望まれていることから、経営力や営業力

向上についての講座や勉強会を商工会とも相談し、定期開催できるよう支援をするこ

と。また、各種申請手続き、コンサル支援、電子決算導入相談手続等の事務手続きを

商工会とも連携し持続的に行えるよう推進すること。商店街にテラス席を作って、市

民がこまえの豊かな季節を感じながら飲食できるよう、市は道路占用料を免除するこ

となど検討すること。 

商店会の統合の要望があれば市として支援していくこと。 

 

（２）情報発信環境の整備 

狛江野菜は価値が高く、狛江の誇るべき商品の一つである事を市内外に狛江 GAP野

菜の価値のアピールをさらに進めること。 

また、他市商工会の視察の際、Facebookなどの SNSを使い集客に生かしていた。こ

れまで商工会では、買い物する場所をわかりやすく紹介するためにお店の紹介を、

Komaette（コマエッテ）で紹介している。広くこのサイトを活用して頂けるよう、SNS

を活用し定期的に紹介し続ける取組みがポイントとなることなど、Facebookなど SNS

を使い集客に生かせるよう商工会へ提言する。 

 

（３）イベント支援 

店の魅力を発信する施策を進めることや各商店会のイベントとともに、商店会と市

と地域が一体となって、市内商店会へ市保有の施設の貸出も含め、その時だけの集客

ではなく継続的集客につながるイベントを実施するなど検討すること。 

 

 



（４）後継者不足 

各商店会では店舗数が減少してきているため、各商店会の維持・運営が難しい状況

になっている。対策として、市内の商店会のまとまりは残しつつ商店会連合会を発足

し、法人化できるよう手続きを含めて支援・推進すること。 

法人化することにより国や都の支援を受けやすくし、イベント等の取組みも市で一

本化して取り組むことで、人材不足や資金不足を解消できるよう検討をすること。 

また、後継者不足のために店をやめることや、集客できる店が少ないことが問題と

なっているため、商工会を主体にして事業承継できるよう相談体制の推進を検討する

こと。 

 

（５）安全・安心 

商店会は加入店が減少して運営が困難な状況のなか存続しており、会費のほとんど

が街路灯の電気代に支払われている状況がある。街路灯は交通安全にも寄与している

ことから、商店会としての街路灯の扱いではなく、市で設置運営している街路灯とし

て切り替えを検討すること。また、商店会の維持・運営のために、電気料金の補助率

を上げることや、安心安全のために、繁華街で防犯カメラを設置する費用助成を行う

こと。 

 

（６）福祉部門との連携 

他市ではひきこもり対策の一つとして、商店会のイベント準備などで、移動スーパ

ーやこまほっとカフェなど福祉部門と連携した取組を行っている。こうした福祉部門

との連携を強化すること。 

 

（７）コロナ対策関連 

2020年はコロナ禍となり、市内商業も多くの影響があった。その中で、国、都、市

は支援を行ってきたが、支援制度が分かりづらいとの声も多く出されている。諦めか

ら廃業にならないように、狛江市として、支援制度の周知を徹底すること。また、国

や都の支援で補助支援対象とならない事業者への支援も課題となっており、こうした

事業者への支援を検討すること。 

多くの業種でコロナ禍における売上減少に伴う経営危機となっている。国や都の給

付金や補助制度などについて、お知らせや各種補助制度等の案内や相談できる体制を、

商工会が運営できるよう狛江市としても、推進・支援すること。 

また、狛江市が行ってきた、商品券事業は商店街活性化に寄与することから今後も

継続すること。 

 

  



４ 調査の経過 

 

○ 委員会開催日（合計13回開催） 

令和元年６月 2 7日 所管事務調査事項を決定 

令和元年７月 2 5日 調査の大項目を決定，具体的調査項目を「産業振興・消

費者施策について，産業振興」と決定，資料要求 

令和元年９月 1 3日 資料に基づき市側より説明，質疑応答，意見交換，委員

派遣の決定 

令和元年 1 1月１日 現地調査の感想及び意見交換，委員派遣の決定 

令和元年12月13日 現地調査の感想及び意見交換，委員派遣の決定 

令和２年１月 3 0日 行政視察の感想及び意見交換，委員派遣の決定 

令和２年７月 3 0日 「こまえ市議会の報告と市民の意見を聴く会」及び行政

視察の感想及び意見交換，資料要求 

令和２年９月 1 6日 資料に基づき市側より説明，「狛江市内商店会へのアン

ケート調査」の感想及び意見交換，今後の進め方につい

て協議 

令和２年 1 0月８日 委員派遣の決定 

令和２年10月29日 「狛江市内事業者さまへのWeb／Faxアンケート調査」の

感想及び意見交換，調査報告書作成に向けての協議 

令和２年12月14日 調査報告書提言案の意見交換，調査報告書作成に向けて

の協議 

令和３年１月 2 8日 調査報告書作成に向けての協議 

令和３年３月５日 調査報告書決定 

  

○ 委員派遣 

令和元年10月18日 和泉多摩川商店街振興組合、二の橋通り商店会、狛江シ

ョッピングセンター商店会、御台橋商栄会に委員７人を

派遣し調査 

令和元年11月25日 狛江駅前親栄会、狛江市商工会に委員７人を派遣し調査 

令和２年１月 2 1日 国立旭通り商店会に委員７人を派遣し調査 

令和２年２月 1 7日 三鷹市中央通り商店会、ぶんじマルシェ北口連合商店

会、国分寺駅南口商店会に委員６人を派遣し調査 

 

 

 

 



 ○ 参考 

令和２年２月 1 5日 「こまえ市議会の報告と市民の意見を聴く会」を開催，

産業振興について意見を聴く 

令和２年８月 1 1日 狛江市内の各商店会の皆さまへアンケート調査（第１回

目－紙／Fax） 

令和２年 1 0月８日 

～25日 

狛江市内の事業者の皆様へアンケート調査（第２回目－

Web／Fax） 

 

  



 ○ 参考資料 

 

 



 

 



 



 



 

 

 



 

 



 

 



 



 

 


